
市民活動総合情報誌／ボランティア・NPO をもう一歩深く

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。

①《特集》高校との連携・協働入門―次世代と取り組む地域づくり

⑨《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》 

 「ファクトチェック」って？
⑩《ウォロ's トピック》 

G7広島サミットへの対話と政策提言
松原 裕樹（Ｇ７市民社会コアリション2023 共同代表、特定非営利活動
法人ひろしまNPOセンター 事務局長）

⑫《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 

「応援する市民の会」で大阪ボラ協と
遭遇した日々
阿部 陽一郎 （社会福祉法人中央共同募金会 常務理事・事務局長）

⑬《東日本大震災 南相馬発〜現地から伝える「被災地の今」》  

災害が繰り返されても
誰も孤独にならない地域をつくる
掃部 郁子（フリーランスライタ―、NPO法人うつくしまブランチ 理事）

⑭《V時評》
1.隣にあるジャニーズ問題
2.タガが緩めば差別が広がる

高校との連携・協働入門
―次世代と取り組む地域づくり ⑯《毎日NPO！ 山田発信 組織と事業の支援論》

助成金マニアが語る、深淵なる助成金の世界
山田 泰久（公益財団法人日本非営利組織評価センター 業務執行理事）

⑱《現場は語る〜コーディネートの現場から》

ボランティアによるボランティアのための地域の
居場所づくり――住民ニーズに寄り添うコーディネーション
水田 真澄 （社会福祉法人吹田市社会福祉協議会 ボランティアコーディネーター）

㉑《ピックアップニュース》 

㉒《U35のSocial Good》 

都市農園「シェラトンファーム」事務局 ほか

㉔《この人に》 

中澤 まゆみさん （ノンフィクションライター）

㉖《アゴラ／シネマ／ライブラリー》
金輝 発達障害カフェバー／『１％の風景』／書籍紹介

㉘《晴れ時々ボランティア》 

高橋 伸拓さん（うじいえ自然に親しむ会 会長）

●今年度は前年度に引き続き、中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりを
たやさない社会づくり～あなたは一人じゃない～」に重点を置き、つながることをあきらめ
ず、新型感染症防止策を講じながら工夫して行っている活動や、悩み葛藤しながら活動し
ている仲間たちの交流を図るなど、withコロナ、ポストコロナに向けた社会づくりへの支
援など先進的な事業を『重点助成テーマ』として福祉活動の支援を行ってまいります。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人
たちを助ける活動の支援も行います。

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個
人の寄付金は、所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。

10・11No.551   2023
https://osakavol.org/publishing/volo
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　昨年度の高校１年生から順次実施されている新学
習指導要領は「社会に開かれた教育課程」を掲げて
いる。学校活動の中で地域課題・社会課題が取り上
げられることも増えてきた。
　私たちは、高校とどう連携・協働し、高校生世代
を市民社会に迎えることができるのだろうか。現状
を概観し、高校と市民団体の実践から考えたい。

特集

高校との連携・協働入門
―次世代と取り組む地域づくり

【特集チーム】
川中 大輔、陳代 修平、筒井 のり子、永井 美佳、
増田 宏幸、村岡 正司、百瀬 真友美

roots（ルーツ、京丹後市未来チャレンジ交流セ
ンター）を訪れた高校生が書いた「やってみた
いこと」（6 ページ）

民生委員に同行し見守り訪問（5 ページ）
提供＝兵庫県立尼崎小田高等学校

子ども食堂で調理（上）、子ど
もとの交流（左）（3 ページ）
提供＝兵庫県立香寺高等学校

岡山県立岡山南高等学校、NPO 法
人消費者ネットおかやま他が集まり
総合学習の内容を検討（4 ページ）
提供＝岡山市 ESD・市民協働推進セン
ター
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２
０
１
８
年
に
改
訂
さ
れ
、
22
年
度

の
高
校
１
年
生
か
ら
順
次
実
施
さ
れ
て

い
る
「
新
学
習
指
導
要
領
」。
理
念
と

し
て
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

が
掲
げ
ら
れ
（
注
１
）、文
部
科
学
省
（
以

下
、
文
科
省
）
の
資
料
に
は
「
こ
れ
か

ら
の
学
校
に
は
、
社
会
と
連
携
・
協
働

し
た
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
ま
す
」（
注
２
）
と

あ
る
。「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」は「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
改
編
。
地
域

や
社
会
課
題
に
精
通
す
る
市
民
団
体
に

と
っ
て
、
高
校
と
連
携
・
協
働
し
て
次

世
代
に
活
動
や
課
題
を
知
っ
て
も
ら
う

チ
ャ
ン
ス
と
も
言
え
る
。

　
し
か
し
、
教
育
分
野
の
団
体
を
除
く

と
、
高
校
と
の
接
点
が
乏
し
い
団
体
は

少
な
く
な
い
。
ま
ず
、
高
校
と
市
民
活

動
の
連
携
・
協
働
の
現
状
を
整
理
し
て

み
た
い
。

連
携
・
協
働
の
い
ろ
い
ろ

　
連
携
・
協
働
と
一
口
に
言
っ
て
も
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
。小
学
校
だ
と
、

通
学
路
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
行

事
手
伝
い
、
花
壇
の
整
備
、
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
学
校
活
動
を

補
助
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
①
学
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
が
ま
ず
思
い
浮
か

ぶ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
高
校
は

一
般
に
地
域
と
の
結
び
つ
き
が
小
中
学

校
と
比
べ
て
薄
く
、
こ
の
タ
イ
プ
の
活

動
は
多
く
な
い
。
た
だ
し
支
援
学
校
で

は
、
高
等
部
を
含
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
公
募
し
て
い
る
学
校
が
あ
る
。
よ
く

あ
る
活
動
は
、
学
習
支
援
や
行
事
支
援

な
ど
だ
。

　

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、

保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
設
置
・
導

入
し
た
学
校
の
こ
と
。
04
年
に
「
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
」
が
改
正
・
施
行
さ
れ
て
設
置
が

可
能
に
な
り
、
17
年
の
同
法
改
正
で
設

置
の
努
力
義
務
が
課
さ
れ
た
。
保
護
者

や
地
域
住
民
が
学
校
と
と
も
に
、
ど
ん

な
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
ど
う
育
て
る

か
な
ど
を
話
し
合
い
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
し
て
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
」を
進
め
る
仕
組
み
と
さ
れ
る
。

公
立
高
校
で
は
、
21
年
度
で
全
国
の

８
０
５
校
が
該
当（
導
入
率
22・９
％
）。

ち
な
み
に
公
立
小
・
中
・
義
務
教
育
学

校
の
導
入
率
は
37
・
３
％
だ
。

　
文
科
省
の
政
策
と
し
て
は
、
学
校
に

は
学
校
運
営
協
議
会
が
、
地
域
に
は

「
地
域
学
校
共
同
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、

地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
「
地
域
学
校
協
働
活
動
推

進
員
」
を
置
く
こ
と
が
構
想
さ
れ
て
い

る
。
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
は
、

17
年
の
社
会
教
育
法
改
正
で
教
育
委
員

会
が
委
嘱
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
・
経
験
者
、
退
職

教
職
員
、
自
治
会
・
青
年
会
、
公
民
館

関
係
者
な
ど
が
想
定
対
象
の
例
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
（
注
３
）。

　
な
お
、
地
域
と
の
協
働
で
高
校
改
革

に
取
り
組
ん
だ
例
と
し
て
、
08
年
頃
か

ら
の
「
隠お

岐き

島ど
う

前ぜ
ん

高
校
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
島
根

の
隠
岐
諸
島
で
県
外
か
ら
の
「
ヨ
ソ
モ

ノ
」
と
町
村
職
員
、
教
員
、
地
域
住
民

ら
が
力
を
合
わ
せ
て
魅
力
あ
る
高
校
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
過
疎
地
で
の
生
徒

数
増
加
と
地
域
の
活
性
化
を
果
た
し
た

例
だ
（
注
４
）。
文
科
省
は
、
こ
の
事
例

も
踏
ま
え
て
「
地
域
と
の
協
働
に
よ
る

高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
」
を
実

施
し
て
い
る
。
高
校
が
自
治
体
、
高
等

教
育
機
関
、
産
業
界
等
と
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
構
築
し
、
地
域
課
題
の
解
決
な

ど
を
テ
ー
マ
に
探
究
的
な
学
び
を
実
現

す
る
も
の
で
、同
事
業
の「
全
国
サ
ミ
ッ

ト
」
の
発
表
事
例
が
公
開
さ
れ
て
い
る

（
注
５
）。

　
③
授
業
の
場
面
に
着
目
す
る
と
、
総

合
学
習
や
キ
ャ
リ
ア
学
習
で
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
話
を
し
た
り
、

●生徒を支援対象とする
　活動の場を校内にもつ

●校外での高校生世代の
　活動の場

①学校ボランティア
②コミュニティ・スクール
　（学校運営協議会制度）

③授業
・総合的な探究の時間
・キャリア教育
・その他の教科学習など
④課外活動
・部活動
・生徒会

高校主体の
連携・協働

市民団体が主体
の連携・協働

高
校
と
市
民
活
動
の
連
携
・
協
働
を
概
観
す
る
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（
注
１
）「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
は
、
全
学
習
指
導
要
領
に
共
通
す
る
理
念
。（
注
２
）
文
部
科
学
省
サ
イ
ト
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
よ
り
。（
注
３
）
文
部
科
学
省
サ
イ
ト
「
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
体
制
の
実
施
・
導
入
状
況
に
つ
い
て
（
令

和
３
年
度
）」
ペ
ー
ジ
。（
注
４
）
隠
岐
島
前
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
『
未
来
を
変
え
た
島
の
学
校
―
隠
岐
島
前
発 

ふ
る
さ
と
再
興
へ
の
挑
戦
』（
山
内
道
雄
・
岩
本
悠
・
田
中
輝
美
著
、
岩
波
書
店
、
２
０
１
５
年
）
に
詳
し
い
。

（
注
５
）
文
部
科
学
省
サ
イ
ト
「
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
の
推
進
」
ペ
ー
ジ
。（
注
６
）
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
支
援
を
得
て
、
高
校
生
が
活
動
す
る
社
会
貢
献
の
ク
ラ
ブ
。
私
立
高
校
に
多
い
が
公
立
高
校
で
も
例
が
あ
り
、
地
区
主
催
の
活
動

も
あ
る
。
本
誌
５
３
９
号
（
２
０
２
１
年
10
・
11
月
号
）「
被
災
地
の
今
」
に
事
例
が
あ
る
。（
注
７
）
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
文
化
庁
「
学
校
部
活
動
及
び
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
等
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
２
０
２
２
年
12
月
）
よ
り
。

活
動
の
場
に
体
験
や
見
学
を
受
け
入
れ

た
り
す
る
連
携
が
あ
る
。
授
業
計
画
の

中
で
「
情
報
リ
ソ
ー
ス
」
と
し
て
一
定

の
役
割
を
果
た
す
関
わ
り
が
多
い
が
、

授
業
の
企
画
か
ら
参
画
し
た
り
、
授
業

を
超
え
た
高
校
生
の
主
体
的
な
活
動
に

発
展
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
④
課
外
活
動
で
地
域
活
動
と
接
点
が

多
い
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
や
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
（
注
６
）、
生
徒
会

だ
。
活
動
内
容
は
、
環
境
整
備
活
動
や

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
、
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
被
災
者
支
援
な
ど
。
他

の
部
活
動
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

生
か
す
協
働
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
と

文
化
庁
は
23
年
度
か
ら
公
立
中
学
を
対

象
に
部
活
動
の
地
域
移
行
政
策
を
進
め

て
お
り
、
高
校
に
つ
い
て
も
同
様
の
方

針
が
示
さ
れ
て
い
る
（
注
７
）。
部
活
動

の
運
営
を
市
民
団
体
が
担
う
関
わ
り
方

も
、
今
後
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

●
香
寺
高
校
×
地
域
の
子
ど
も
食
堂

　
兵
庫
県
立
香
寺
高
等
学
校（
姫
路
市
）

で
は
、
児
童
保
育
科
目
を
選
択
し
て
い

る
生
徒
と
食
物
部
の
生
徒
が
地
域
の
子

ど
も
食
堂
を
手
伝
っ
て
い
る
。
参
加
者

は
固
定
し
て
お
ら
ず
、
参
加
頻
度
も
ま

ち
ま
ち
だ
。
１
回
に
４
～
８
人
程
度
に

な
る
こ
と
が
多
い
。

　
き
っ
か
け
は
、
５
年
前
の
探
究
学
習

で
生
徒
が
「
子
ど
も
食
堂
と
い
う
も
の

が
あ
る
ら
し
い
」
と
調
べ
始
め
た
こ
と

だ
。
担
当
の
八
木
喜
代
子
先
生
が
子
ど

も
食
堂
に
関
す
る
市
内
の
集
ま
り
を
紹

介
す
る
と
、
２
人
の
生
徒
が
参
加
。
そ

こ
で
出
会
っ
た
女
性
と
意
気
投
合
し
、

一
緒
に
香
寺
地
域
で
子
ど
も
食
堂
を
始

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
八
木
先
生
も
加

わ
り
、
大
人
は
会
場
探
し
や
地
域
と
の

調
整
、
衛
生
面
の
対
応
な
ど
に
携
わ

り
、
生
徒
は
ポ
ス
タ
ー
や
ラ
ン
チ
ョ
ン

マ
ッ
ト
、
子
ど
も
向
け
の
参
加
ス
タ
ン

プ
カ
ー
ド
な
ど
を
作
っ
た
。
４
カ
月
ほ

ど
準
備
し
て
ス
タ
ー
ト
。
八
木
先
生
の

勧
め
で
、
他
の
生
徒
や
顧
問
を
し
て
い

る
食
物
部
の
生
徒
も
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
後
、
先
生
や
生
徒
が
見

つ
け
た
別
の
子
ど
も
食
堂
に
申
し
出
て

手
伝
い
に
入
っ
た
り
、
向
こ
う
か
ら
声

が
か
か
っ
た
り
で
、
今
５
カ
所
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　

八
木
先
生
は
、「
教
室
で
は
学
べ
な

い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
、
生
徒
に
は
メ

リ
ッ
ト
し
か
な
い
」と
い
う
。
し
か
し
、

連
携
先
が
増
え
る
と
先
生
は
ど
ん
ど
ん

多
忙
に
な
ら
な
い
か
。「
生
徒
や
地
域

の
人
と
の
活
動
は
楽
し
く
、
苦
に
な
ら

な
い
。
家
族
は
あ
き
ら
め
て
く
れ
て
ま

す
（
笑
）。
た
だ
、
そ
う
い
う
生
活
ス

タ
イ
ル
が
難
し
い
先
生
も
多
い
。
無
理

し
て
ほ
し
く
な
い
し
、
先
生
の
担
い
手

が
広
が
り
に
く
い
の
が
課
題
」と
い
う
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
要

　
八
木
先
生
に
限
ら
ず
、
高
校
を
外
部

と
「
つ
な
ぐ
」
人
は
重
要
だ
。
地
域
協

働
の
「
担
当
教
員
」
が
置
か
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
が
、
肩
書
き
に
か
か
わ
ら

ず
、
積
極
的
な
先
生
が
鍵
に
な
る
よ
う

だ
。
教
員
で
は
な
く
専
任
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
校
内
に
配
置
す
る
ケ
ー
ス

や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
校
内
に
拠
点
を
持

ち
、
学
習
支
援
や
居
場
所
運
営
に
加
え

て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

　
地
域
の
中
間
支
援
組
織
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
岡
山
市
Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
市
民
協
働
推

進
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、推
進
セ
ン
タ
ー
）

香寺高生の声

　コロナ禍で実習に行けなくなったので、自分から出てい
かないと、という危機感がありました。子ども食堂はいろ
いろな年齢の子どもと関われるし、大人から「ここでダシ
を入れたほうがいいよ」など教えてもらえます。毎月欠か
さず参加している子ども食堂ではメニューも考えていて、
旬の食材を使うことや、材料が無駄にならないことなどに
気をつけています。　　瀬

せ

澤
ざわ

 凛
りん

さん（３年生・食物部部長）

瀬澤凛さん 八木喜代子先生 神田七海さん

　食事作りから任されることもあれば、子どもと触れ合う
のがメインのことも。場所によって違う経験ができます。
保護者とコミュニケーションできるのも、保育士を目指し
ているので勉強になります。「いやだな」と思ったことは
ありません。自分のためになり、ボランティアとして役に
立つ面もあって、これからも続けたいです。

神
かん

田
だ

 七
なな

海
み

さん（３年生）
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「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」っ
て
？

　

偽
・
誤
情
報
対
策
と
し
て
注
目
さ
れ
る

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
。
取
材
や
編
集
に
お
け

る
間
違
い
を
確
認
す
る
作
業
、
政
治
家
や
専

門
家
の
発
言
の
検
証
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道

に
対
す
る
検
証
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で

拡
散
す
る
不
確
実
な
投
稿
の
検
証
な
ど
複
数

の
意
味
が
あ
る
。
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
時
、
ど
の
意
味
で
使
わ
れ

て
い
る
か
気
を
つ
け
た
い
。

　

世
界
の
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
団
体
を
調
査

し
て
い
る
デ
ュ
ー
ク
大
学
レ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ラ

ボ
に
よ
る
と
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト

は
２
０
０
８
年
の
11
か
ら
22
年
に
４
２
４
に

増
加
し
た
が
、
23
年
に
は
４
１
７
サ
イ
ト
に

減
少
し
た
。
世
界
的
に
は
踊
り
場
と
い
え
そ

う
だ
。
日
本
国
内
で
は
22
年
に
独
立
系
メ

デ
ィ
ア
「
Ｉ
ｎ
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
」、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

と
ヤ
フ
ー
が
運
営
資
金
を
提
供
し
た
「
日

本
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」、
フ
ァ

ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
専
門
メ
デ
ィ
ア
「
リ
ト
マ

ス
」
の
３
団
体
が
、
国
際
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｉ
Ｆ
Ｃ
Ｎ
）
に
加
盟
し

た
。
Ｉ
Ｆ
Ｃ
Ｎ
は
団
体
が
守
る
べ
き
原
則
を

定
め
て
い
る
。
検
索
サ
イ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
に
検
証
結
果
を
表
示
す
る
場
合

（
注
）、
Ｉ
Ｆ
Ｃ
Ｎ
の
加
盟
が
条
件
に
な
る
こ

と
が
多
く
、
国
内
で
対
策
が
進
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
に
は
課
題
も
あ
る
。

間
違
い
を
指
摘
す
る
と
い
う
性
質
上
、
対

立
す
る
政
治
勢
力
の
攻
撃
に
利
用
さ
れ
る

「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
武
器
化
」
や
、
政

府
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
規
制
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。

法
政
大
学
社
会
学
部
教
授　

藤
代 

裕
之

（
注
）
例
え
ば
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
は
２
０
１
７
年
、
検
索
結
果
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
ペ
ー
ジ
に
対
し
て
真
偽
の
評
価
を
表
示
す
る
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
ラ
ベ
ル
付
与
を
始
め
る
こ
と
を
発
表
し
た
。



U35の
Social Good

222023.10･11　ウォロ10・11月号（No.551）

地
元
の
魅
力
を
ど
れ
だ
け
　
　
　

知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
、
地

域
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
活

動
を
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
行
っ
て
い
た
江
副
真

文
さ
ん
が
、
神
戸
市
・
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
周

辺
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
目
指
し
て

立
ち
上
げ
た
の
が
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ａ
Ｚ
Ａ

Ｒ
Ｅ
だ
。

　
「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
20
年
以
上
住
み
、

と
て
も
暮
ら
し
や
す
い
と
感
じ
て
い
た
。
一

方
で
、
街
が
つ
く
ら
れ
す
ぎ
て
い
て
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
起
き
に
く
い
。
新
し
い
取
り
組
み
も

始
ま
り
に
く
い
感
じ
が
し
て
い
た
」と
語
る
。

愛
着
が
あ
る
街
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
て
地
域
で
な
に
か
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
―
と
考
え
た
こ
と
が
法
人
設
立

の
背
景
に
あ
る
。

　
新
卒
で
就
職
し
た
企
業
で
地
域
の
食
や
文

化
を
都
市
部
に
発
信
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
担
っ
た
。
そ
れ
が
、
地
元
で
の
活
動

を
考
え
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
仕
事

で
訪
れ
た
地
域
で
は
、
魅
力
的
な
文
化
や
生

き
生
き
と
暮
ら
す
人
た
ち
に
出
会
っ
た
。
一

方
、「
神
戸
、
と
く
に
地
元
の
六
甲
ア
イ
ラ

ン
ド
で
そ
ん
な
魅
力
を
見
つ
け
ら
れ
て
い
る

の
か
？
」
と
振
り
返
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
思
い
を
、
仲
間
や
仕
事
で
出
会
う

人
た
ち
に
話
す
う
ち
、
起
業
の
道
が
開
け
て

い
く
。

気
が
つ
け
ば

シ
ェ
ラ
ト
ン
フ
ァ
ー
ム
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
を
盛
り
上
げ
た
い
！
」

と
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
話
し
て
い
た
江
副
さ
ん

は
、
島
内
に
あ
る
神
戸
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ

テ
ル
が
、
商
業
施
設
の
屋
上
で
貸
し
農
園

「
シ
ェ
ラ
ト
ン
フ
ァ
ー
ム
」
を
始
め
る
計
画

が
あ
る
こ
と
を
耳
に
し
た
。
そ
の
商
業
施
設

は
、
自
身
が
幼
い
こ
ろ
遊
ん
で
い
た
思
い
出

の
あ
る
場
所
。
し
か
し
、
最
近
は
空
き
店
舗

が
目
立
ち
、
活
気
を
失
っ
て
寂
し
さ
を
感
じ

て
い
た
。
実
際
、
貸
し
農
園
が
計
画
さ
れ
た

花
壇
は
数
年
以
上
手
付
か
ず
の
状
態
で
、
少

し
荒
れ
た
感
じ
に
な
っ
て
い
た
。

　
地
域
の
「
食
」
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
仕

事
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
都
市
農
園
に

可
能
性
を
感
じ
た
。
住
民
の
交
流
会
や
土
づ

く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
参
加
を
重

ね
る
中
で
、
運
営
側
の
人
々
に
「
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
出
身
で
食
関
係
の
仕
事
を
し
、
地
域

づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
人
が
い
る
み
た
い
」

と
江
副
さ
ん
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。「
気
が
つ
い
た
ら
運
営
サ
イ
ド
の

これからの社会を担う35歳
以下の社会起業家。素直な思
いと自由な発想は、どんな商
品・サービスを生んだのか。
若き起業家たちの「物語」に
は、きっとあなたにも伝わる

「熱さ」があります。 第40回

自分が生まれ育った地域でコミュニティーづくりを

「みんなが関われて、関わり続けられるまちづくり」をテーマに、神戸市
東灘区の人工島・六甲アイランドで「地元の魅力に気づけるまちづくりの
仕掛け」としてつどいの場やワークショップを企画。「食」を通して地域
の交流を生み出す都市農園「シェラトンファーム」の事務局を担い、同農
園は神戸市のアーバンファーミング事業のモデル事業となった。地域の暮
らしや豊かに生きる可能性を模索する小さな実験場として、地域に根ざし
たコミュニティー活動のあり方を考えている。

都市農園「シェラトン
ファーム」事務局 ほか

一般社団法人 S
サ

AZ
ザ

AR
レ

E
代表理事　江

え

副
ぞ え

 真
ま

文
ぶ み

さん提
供
（
全
て
）
＝
Ｓ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｅ

神戸市中央区浪花町 56 KiP 内　設立：2022 年 2 月　スタッフ数：3 人　
こ
ど
も
食
堂
と
の
コ
ラ
ボ
企
画



23 2023.10･11　ウォロ10・11月号（No.551）

人
に
な
っ
て
い
た
」
と
江
副
さ
ん
。

　

シ
ェ
ラ
ト
ン
フ
ァ
ー
ム
が
目
指
し
て
い

た
「
農
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
」
と
、
自
身

が
関
心
を
持
っ
て
い
た
地
域
の
居
場
所
づ
く

り
が
マ
ッ
チ
し
、
同
フ
ァ
ー
ム
の
事
務
局

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
農
園
の
運
営
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

２
０
２
１
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
農
園

は
、
現
在
、「
農
」
を
通
し
た
学
び
の
場
や

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
企
画
し
、
地
元
の
人
々
の
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

街
を
知
る
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り

　
16
区
画
の
貸
し
農
園
は
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

の
状
態
が
続
き
、
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。

い
ろ
い
ろ
な
人
が
活
動
を
の
ぞ
き
に
き
た

り
、
声
を
掛
け
た
り
し
て
く
れ
る
な
ど
、
地

域
に
も
少
し
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

江
副
さ
ん
は
「
地
域
が
見
え
て
き
た
し
、

交
流
を
求
め
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
」
と
語
る
。
地
域
に
新
し
い
社
会
資
源

が
で
き
る
こ
と
で
、
街
の
人
の
行
動
や
互
い

の
関
わ
り
方
に
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
体
験
し
、
地
域
の
た
め
の
組
織
の
立
ち

上
げ
に
動
き
出
す
。「
個
人
と
し
て
生
き
て

い
く
た
め
に
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
も
よ
か
っ

た
け
ど
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
や
東
灘
区
な
ど

の
旗
振
り
役
に
な
っ
て
い
く
た
め
の
器
と
し

て
法
人
を
設
立
し
た
」
と
い
う
。

　
現
在
、
Ｓ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｅ
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

地
域
活
動
団
体
と
地
域
住
民
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
の
中
小
企
業
や
町
工
場

の
技
術
・
製
品
に
つ
い
て
学
ぶ
催
し
な
ど
も

実
施
。
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。
根
幹
に
あ

る
の
は
「
街
を
知
る
こ
と
で
、
そ
の
街
の
見

え
方
や
、
関
わ
り
方
が
変
わ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
視
点
だ
。

寄
り
道
を
し
な
が
ら
活
動
の

輪
郭
を
つ
く
っ
て
い
く

　
Ｓ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｅ
の
活
動
に
関
し
て
、
江
副

さ
ん
は
「
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
働
い
て
み
る
こ
と
で
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
頭
で
考

え
る
だ
け
で
は
、
気
づ
け
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
、
ひ
と
つ
の
事
業
だ
け
に
こ

だ
わ
る
の
で
な
く
、
多
様
な
取
り
組
み
を
仕

掛
け
る
中
で
、
小
さ
な
変
化
が
生
ま
れ
、＂
い

い
街
＂
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
こ

と
に
な
れ
ば
お
も
し
ろ
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
す
。
ま
ず
は
、「
こ
ん
な
人
た
ち
が
自
分

の
街
に
い
た
ん
だ
！
」
と
い
う
意
外
な
発
見
、

出
会
い
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
面
白
い
活
動
に

つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
得
た
知
識
や
経
験
か
ら
六
甲

ア
イ
ラ
ン
ド
に
還
元
で
き
そ
う
な
こ
と
も
多

く
て
、
引
き
出
し
は
い
く
つ
か
持
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
地
域
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
こ

と
の
方
が
多
い
。
こ
の
地
域
に
合
う
よ
う
に

活
動
を
仕
立
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
江

副
さ
ん
。
地
域
の
人
々
と
話
す
と
、「
こ
ど

も
向
け
に
料
理
教
室
を
し
た
い
」
と
い
う
お

母
さ
ん
が
い
た
り
、
プ
ロ
の
ゲ
ー
マ
ー
を
目

指
す
人
が
い
た
り
。
そ
う
し
た
人
々
が
一
歩

を
踏
み
出
し
、
実
現
で
き
る
よ
う
な
場
所
を

作
り
た
い
と
い
う
。

　
Ｓ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｅ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
「
み

ん
な
の『
や
り
た
い
』が
ま
ち
に
つ
な
が
り
、

そ
の
積
み
重
ね
で
文
化
を
築
く
」
と
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
小
さ
な
変
化
を
地
域
に
生
み
出

し
、
豊
か
に
生
き
る
可
能
性
を
模
索
す
る
小

さ
な
実
験
場
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を

続
け
て
い
く
。　

  

編
集
委
員　

竹
内 

友
章

１
９
９
１
年
東
京
生
ま
れ
。
関
西
学
院
大
学
国
際
学
部

卒
業
後
、
全
国
で
飲
食
店
を
運
営
す
る
企
業
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
制
作
の
部
署
に
所
属
。

大
阪
の
商
業
施
設
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ロ
ア
運
営
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
な
ど
を
務
め
る
。
そ
の
後
、
神
戸
を
拠
点
に

「
食
」
を
通
し
た
人
の
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
活
動
を

開
始
し
、２
０
２
２
年
２
月
に
Ｓ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｅ
を
設
立
。

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
都
市
農
園
「
シ
ェ
ラ
ト
ン
フ
ァ
ー

ム
」
の
運
営
の
ほ
か
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
と
し
て
こ

ど
も
食
堂
を
対
象
と
す
る
中
間
支
援
組
織
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
広
報
活
動
等
に
も
従
事
。

江
副 

真
文
さ
ん

神戸市東灘区や灘区でいろいろな活動をして
いる人同士でのギャザリングイベント

提
供
（
全
て
）
＝
Ｓ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｅ

コワーキング企画「SAZARE の HANARE」
第 1 回目の実施風景
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金き

ん

輝き 

発
達
障
害
カ
フ
ェ
バ
ー

第87回

地
下
鉄
心
斎
橋
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、
雑
居
ビ
ル
の
４
階
に
あ

る
カ
フ
ェ
バ
ー
。
扉
を
開
け
る
と
、
い
か
に
も
「
バ
ー
」

ら
し
い
し
つ
ら
え
の
中
に
、
本
・
チ
ラ
シ
な
ど
発
達
障
害
に
関
す
る

情
報
や
、
障
害
当
事
者
の
ア
ー
ト
作
品
な
ど
が
ぎ
っ
し
り
と
並
ぶ
。

　
マ
ス
タ
ー
の
橋は

し
際ぎ

わ
義つ

と
むさ

ん
は
26
歳
の
時
、
発
達
障
害
と
診
断
さ
れ

た
。
当
事
者
同
士
の
集
ま
り
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
抱
え
込
ん

で
い
た
悩
み
や
不
満
を
口
に
出
し
て
共
有
す
る
こ
と
で
「
私
も
そ
う

だ
」「
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」
と
孤
独
を
和
ら
げ
ら
れ
る
と
気

付
い
た
。
橋
際
さ
ん
は
、
障
害
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
が
い
つ

で
も
集
ま
れ
る
場
所
を
、
そ
し
て
発
達
障
害
に
よ
る
症
状
を
個
性
と

し
て
受
け
止
め
あ
う
世
界
を
作
り
た
い
と
願
い
、
６
年
前
に
こ
の
店

を
開
い
た
。

　
客
の
な
か
で
特
に
多
い
の
は
、
障
害
の
有
無
や
苦
し
さ
を
周
囲
に

理
解
し
て
も
ら
い
に
く
い
、
軽
度
な
発
達
障
害
な
ら
で
は
の
悩
み
を

持
つ
人
だ
。
仕
事
や
人
間
関
係
で
問
題
に
ぶ
つ
か
り
、
一
人
で
し
ん

ど
さ
を
抱
え
込
む
場
合
も
多
い
。

　
金
輝
で
は
、
気
さ
く
な
マ
ス
タ
ー
が
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
。
初

対
面
の
客
同
士
が
自
然
に
声
を
か
け
あ
い
、
会
話
が
始
ま
る
こ
と
も

日
常
的
だ
。
も
ち
ろ
ん
マ
イ
ペ
ー
ス
で
食
事
や
お
酒
も
楽
し
め
る
。

ま
た
、
定
期
開
催
さ
れ
る
「
哲
学
カ
フ
ェ
バ
ー
」
で
は
、
自
分
ら
し

さ
や
自
己
肯
定
感
な
ど
、
普
段
は
あ
ま
り
考
え
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い

て
議
論
が
で
き
る
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
占
い
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
る
。

　
橋
際
さ
ん
は
「
一
人
で
抱
え
込
ん
で
頑
張
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な

く
、
ワ
イ
ワ
イ
し
た
り
共
感
し
た
り
学
ん
だ
り
し
て
、
日
々
の
し
ん

ど
さ
を
＂
み
ん
な
＂
で
和
ら
げ
て
い
け
た
ら
」
と
語
る
。

　
金
輝
は
、障
害
を
持
っ
た
人
や
日
常
で
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
、

そ
の
他
誰
で
も
が
ふ
ら
っ
と
訪
れ
ら
れ
る
、
そ
し
て
昨
日
の
自
分
よ

り
も
少
し
だ
け
前
向
き
に
な
れ
る
み
ん
な
の
居
場
所
だ
。　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

編
集
委
員　

華
房 

ひ
ろ
子

執
筆　

上
田 

七な

生お

金輝　発達障害カフェバー
大阪市中央区東心斎橋1丁目15-1
ふぁみーゆ東心斎橋V ４階　
電話 06-7709-0606
開店時間　14時～23時　火曜日定休

ソーシャル・ファシリテー
ション

「ともに社会をつくる関係」を
育む技法
徳田太郎、鈴木まり子 著
北樹出版、2021年2月
1760円（税込）

今日の社会課題は複雑に
関連しあい「正解」が

見いだしづらく、単一の既存
組織では解決が難しい。その
ような課題に対し、会議の進
行促進技術と思われている
ファシリテーションで、組織
の枠組みを超えて解決を促進
しようというのが本書であ
る。
　ファシリテーターである筆
者らは、東日本大震災の際、
避難所の自主運営や仮設住宅
でのコミュニティーづくりな
どを通じて、人々の間に相互
の支え合いの関係を育み社会
的課題の解決を支援・促進し
た。その「社会をともにつく
り、ともに変える」関係を育
むための働きかけを「ソー

シャル・ファシリテーション」
と呼ぶ。
　本書では、ファシリテー
ションを「話し合いの支援・
促進」と「複数の人々との共
同行為の支援・促進」の二つ
の層でとらえ、それらは地続
きでつながっているとする。
議論を活発にする発問や可視
化などの「話し合いのファシ
リテーション」に加え、さま
ざまな団体・組織に参画を要
請するネゴシエーションや、
組織間の連携・協働を促す
コーディネーション、個人へ
のコーチングやメンタリング

（注）など、共同の支援・促
進に必要な七つの働きかけに
ついて、地域づくりや社会教
育など五つの現場での実践者

インタビューとともに紹介し
ている。
　ファシリテーターはいわば

「助産師」で、その場にいる
一人一人が持つ力を生かし、
相互の関わり合いを育むこと
で「豊かな知恵が生まれてく
る」ことを支援・促進する。
例えばつくば市民大学事業の
事例では、「教えてあげる・
もらう」関係ではなく「とも
に学びあう」、すなわち A 講
座の受講者が B 講座を開講
し、B 講座を受けた人が C
講座を開く、という学びの連
鎖が生まれている。さまざま
な主体の声を聴き参画を促す
職務の人に読んでほしい。

編集委員　中川 智子

（注）コーチングは行動面での支援が中心で、メンタリングは精神面での支援や助言もあり比較的長期間にわたって対象者と関わるという特徴がある。
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第80回

第58回

イラスト：杉浦 健

●今月の館主

１
％
の
風
景
』
は
、
つ
む
ぎ
助

産
所
と
み
づ
き
助
産
院
と
い

う
二
つ
の
助
産
所
を
舞
台
に
、
助
産
所

や
自
宅
で
の
出
産
を
選
択
し
た
４
人
の

女
性
と
、
彼
女
た
ち
を
支
え
る
助
産
師

の
姿
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
で
あ
る
。
99
％
の
お
産
が
医
療
施
設

で
行
わ
れ
て
い
る
現
在
、
な
ぜ
彼
女
た

ち
は
残
り
１
％
の
選
択
を
し
た
の
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
こ
と
を
解
き
明
か
し
て

い
く
よ
う
な
映
画
で
は
な
い
。
声
高
に

何
か
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
妊
婦

と
助
産
師
、
そ
し
て
お
産
自
体
を
じ
っ

く
り
見
つ
め
、
そ
の
魅
力
が
画
面
い
っ

ぱ
い
に
映
し
出
さ
れ
て
い
く
、
そ
ん
な

映
画
で
あ
る
。

　
何
よ
り
、
渡
辺
愛
さ
ん
と
神
谷
整
子

さ
ん
と
い
う
２
人
の
助
産
師
の
存
在

は
、
こ
の
映
画
の
肝
で
あ
る
。
彼
女
た

ち
の
偽
り
の
無
さ
、
飾
ら
な
い
存
在
感

に
圧
倒
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
人
が
生
き

て
い
る
世
界
に
出
合
え
た
こ
と
を
た
だ

た
だ
う
れ
し
い
と
感
じ
て
し
ま
う
。
保

育
士
を
目
指
す
研
修
生
や
妊
婦
た
ち
に

語
り
か
け
ら
れ
る
、
経
験
に
裏
打
ち
さ

れ
た
一
言
一
言
が
、
私
自
身
に
語
り
か

け
ら
れ
た
よ
う
に
胸
に
染
み
る
。
丁
寧

に
妊
婦
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
手
つ
き
、

作
る
料
理
、
洗
濯
物
を
干
す
し
ぐ
さ
に

さ
え
、
彼
女
た
ち
の
真
心
を
感
じ
て
し

ま
う
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
じ
っ
と
見
つ

め
る
監
督
も
ま
た
、
こ
の
映
画
に
と
っ

て
「
真
心
」
を
持
つ
人
な
の
だ
。
ま
る

で
私
が
実
際
に
立
ち
会
っ
て
い
る
か
の

よ
う
に
描
か
れ
る
出
産
シ
ー
ン
。
命
の

誕
生
と
い
う
奇
跡
的
な
瞬
間
で
あ
り
な

が
ら
、
何
百
年
、
何
千
年
と
繰
り
返
さ

れ
て
き
た
人
の
営
み
で
あ
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
ま
た
映
画
の
随
所
で
、「
待
つ
」
こ

と
の
大
切
さ
が
語
ら
れ
る
。
な
る
ほ
ど

出
産
と
い
う
の
は
、と
に
か
く
「
待
つ
」

行
為
な
の
だ
と
納
得
し
つ
つ
、
自
分
の

生
活
が
い
か
に
結
果
や
目
的
だ
け
に
向

か
っ
て
い
る
か
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
映

画
を
観み

続
け
て
い
く
う
ち
に
、
監
督
自

身
も
ま
た
、
現
場
で
「
待
つ
」
こ
と
を

第
一
の
使
命
と
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
く
る
の
だ
。そ
の「
真
心
」と「
待

つ
」
姿
勢
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
撮
影

と
編
集
に
は
、う
そ
が
無
い
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
こ
の
映
画
全
体
か
ら
、
登

場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
豊
潤
さ
が

醸
し
出
さ
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。

　
本
作
が
多
く
の
人
に
届
い
て
ほ
し
い

と
思
う
反
面
、
女
性
監
督
が
同
じ
女
性

の
た
め
に
作
っ
た
映
画
だ
と
強
く
感
じ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
出
産
を
経
験
し
た

女
性
で
あ
れ
ば
皆
、
私
よ
り
も
深
く
、

強
く
こ
の
映
画
の
豊
潤
さ
を
感
じ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
映

画
は
、
こ
れ
か
ら
出
産
を
経
験
し
よ
う

と
す
る
女
性
た
ち
を
も
勇
気
づ
け
る
だ

ろ
う
。

今
月
の
作
品

『
１
％
の
風
景
』

今社会的孤立を解決する
方法の一つとして「社

会的処方」が注目されてい
る。医療機関が薬の処方だけ
でなく、地域における多様な
活動や文化サークルといっ
た「地域とのつながり」を処
方することで、患者が自律的
に生きていけるように支援す
る仕組みをさす。イギリスで
は 1980 年ごろからこの取
り組みが始まり、今や全国的
なネットワークが構築され、
100 以上の仕組みが稼働し
ているという。
　社会的処方をしたい医療者
からの依頼を受けて、患者や
家族に面会し、地域活動と

マッチングするのが「リンク
ワーカー」である。イギリス
では研修を受けてある程度の
支援スキルを認定されるな
ど、医療制度の中に取り込ま
れたシステムとなっている。
　他方、日本では「制度」で
はなく「文化」を目指すべき
だと編著者は訴える。リンク
ワーカーを一から養成してい
ては間に合わないし、そもそ
も地域には資格がなくても、
患者と地域活動をマッチング
する例えば町内会長のような

「世話焼きな人」たちが少な
からずいる。よって、「人と
地域に好奇心を持ち続ける」
といったリンクワーカーに

とって大事な心構えや必要な
スキルを共有しながら、まち
にいる誰もが、つなげるとき
に可能な範囲でつなぐほうが
よいとの主張である。
　本書では、医師が屋台を引
いてコーヒーを配ることで、
住民が気軽に専門職の人たち
と健康について話せるように
なったことや、役所が企画し
た「愛煙家雑談会」に通うこ
とで禁煙できなかった人が健
康について自省するように
なった事例など、日本各地で
始まった「社会的処方」にま
つわる興味深い取り組みが紹
介されている。

編集委員　阿部 太極

社会的処方 
孤立という病を地域のつなが
りで治す方法
西 智弘 編著
学芸出版社、2020年2月
2200円（税込）
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